
登 山 計 画 書 / 報 告 書 

オレンジハイキングクラブ(佐賀労山との交流登山)             2016 年 6月 14 日 

山 域 

山 名 
九千部岳(雲仙) 

実施日 2016/06/17(金) 天候 責 任 者 ( C L ) 鎗水 

報告日 2016/06/27(月) 薄曇 計画者(報告者) 鎗水 

行     

程 

1.鎗水車と工藤車は8:25分岐①で同乗者を降ろし8:30登山口②へ 

2.工藤車を登山口②へ駐車し、鎗水車で鎗水と工藤は田代原トレイルCへ、途中松岡、田中 

両名を拾う。工藤車のｷｰは分岐①で山下さんに渡しておく。 

3.工藤車を除いて8:45田代原トレイルC集合 

4.山下、山口、佐原、林各氏は分岐①よりスタート 

＊諫早～田代原は1:30かかりますので、各乗車グループで相談し7:00には出発して下さい。 

1班：トレイルC9:00～登山口①～九千部岳10:30/10:50～九州自然歩道分岐11:10 

～牧場ゲート11:40～トレイルC12:05 

2班：分岐①8:45～牧場ゲート9:00～九州自然歩道分岐10:00～分岐②～登山口②10:40 

     ～工藤車(山下さん運転)でトレイルCへ11:00 

＊昼食はトレイルC予定ですが、デザート等準備しておきたい。 

＊出来るだけエスケープルートも計画しておく／報告書では実績時刻に修正して提出の事) 

No 氏  名 班 役割 乗 車 No 氏  名 班 役割 乗 車 

1 鎗水 律夫 1 1PL 鎗水車 9 山下 ちず子 2 2PL 鎗水車 

2 松岡 正樹 1 1PSL 鎗水車 10 山口 イツ子 2 2SPL 工藤車 

3 田中 静香 1  鎗水車 11 林  孝子 2  工藤車 

4 福岡 正廣 1  乾車 12 佐原 満子 2  工藤車 

5 川原 慶紀 1 救助 乾車 13 赤坂 博 1  佐賀 

6 中野 美津子 1  乾車 14 天本 清子 1  佐賀 

7 乾  利博 1  乾車 15 今泉 己希子 1  佐賀 

8 工藤 学 1  工藤車 16 直塚 節子 1  佐賀 

携 
帯 

品 

地  図 1/2.5 万 雲仙 団体装備 ﾄﾗﾝｼｰﾊﾞ、救急薬 

個人装備 

ﾊｲｷﾝｸﾞ A,B,C による 

弁当､行動食､非常食､水分 
地形図･ｺﾝﾊﾟｽ､ﾚｽｷｭｰｶｰﾄﾞ､保険
証ｺﾋﾟｰ､労山会員証､携帯電話 

参 加 費 実費\1,000(オレンジ) 

温  泉 国民宿舎(\630) 

  

留守本部 (    -  -    /   -    -    ) 

経 

費 

明 

細 

収入 
1,000*12=12,000 
 
支出 
車：2,500×3=7,500 
(車両規定で 100km 以内は
燃料代を含むを適用) 

スイカ：4,277 
資料代：223 
合計：12,000 

登山概要(概念図などは別紙とする) 
1 班はﾄﾚｲﾙ C より登り～頂上～牧場ｹﾞｰﾄ～木道～ﾄﾚｲﾙ C へ 
2 班は吹越登山口より～九州自然歩道～牧場ｹﾞﾄ～木道を右へ 
どちらも時間通りにﾄﾚｲﾙ C へ無事到着。 
奥の公園で昼食、ﾃﾞｻﾞｰﾄに大きなｽｲｶ 1 個を切ったが 1個は丸々 
余り。佐賀労山から 4名の方が参加し良い交流となった。 
と言うより元々6/17 の計画は佐賀労山で、オレンジがそれに乗っ
たもの。牧場ｹﾞﾄまでの下り道は結構荒れていた。 

問題点･反省点 
頂上はガスが取れず、ヤマボウシで真っ白になる山頂からの眺め
は残念ながら見られなかった。 

差額：0 

＊計画者は事務局長､責任者､留守本部者に計画書を事前に提出の事。また参加者にも極力事前に渡して置く事。 

＊会計は氏名欄にチェックを付けて出欠と入金を確認し､極力経費明細を帰着するまでに記入し計画者に渡す。 

＊計画者は実績行程＆太枠内を追記し､報告書として事務局長と責任者に提出する(PC での報告が望ましい)。 

様式 A 


